






Ainu Clothing in Hokkaido 








































































































































































































































































































3） 『アイヌ民族誌』は、奥付に記載された内容によると、上巻・下巻ともに昭和44（1969）年 3 月
25日に発行されている。限定1500部が発行され、本稿で使用した『アイヌ民族誌』は第1089番
にあたる。なお、編集はアイヌ文化保存対策協議会で、監修は児玉作左衛門、犬飼哲夫、高倉
新一郎が行っている（アイヌ文化保存対策協議会編1969b：奥付）。
4） 十勝地方・本別町出身の沢井トメノ氏（生年1909年）の伝承。「小屋を作る時は皮もむかずに
柱を立てて家を作る。何年かするとその木の皮がむけて、見ると虫が通った痕がひどくきれい
だったのでどうにかしたらいいのではないかと言われて年月がたったが利口な人たちが着物の
上に刺繍したらきれいだろうと言ったので、上手な人たちが考えてチカルカルイミという名の
着物が出来たのだ。」（北海道教育庁社会教育部文化課編1988：110-111）
5） 十勝地方・白糠町出身の菊池カヨ氏（生年1927年）の伝承。「アイヌの着物の刺繍の模様は、侍
のいるお屋敷までどう行くか、屋敷の中がどうなっているのか、道筋を表したものだそうだ。
それを見て攻めて勝った話もあるそうだ。孫ばあさんがいっしょうけんめいやっているのを見
て、どうしてそんな刺繍をするのか聞くと、そう答えた。刺繍の糸は、一色ではだめで、色を
変えなければならない。裏口はどうで、横がどう、というのに従って、糸の色を変えたのだそ
うだ。」（北海道教育庁社会教育部文化課編1993：96）
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